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◇『物流政策勉強会の開催』 
 

副本部長・物流政策委員長 笠原 史久   

〔多摩支部 ㈱ＮＴＳロジ〕 
 物流政策委員 多摩支部 ㈱ＮＴＳロジ 笠原史久でございます。 

８月に物流政策委員会主催による関東運輸局自動車交通部と

の勉強会を開催させて頂きました。例年、年末に開催をしていま

したが、今年は 2024年問題の対策として政府より「物流革新に向

けた政策パッケージ」という施策を打ち出してもらいましたので、

その詳細を説明して頂くために早めに開催をしてもらいました。 

内容としましては、政策パッケージの中身を中心に話をしても

らいました。その中でも新たに施策として具体的になってきまし

た 「多重下請構造の是正について」と「外国人ドライバーの採用

について（特定技能制度）」の詳細を説明してもらいました。私達

の一番大きな問題点としては、『適正な運賃収受』にあるかと思っ

ております。その適正な運賃を収受するためには、お客様の業態

にもよりますが直荷主様との交渉は「標準的な運賃」を提示する

ことかと思いますが、それ以外のお客様で元請業者様との交渉は

多重下請構造の是正にあるかと思います。その辺りの行政の見解

を聞けたかと思います。また今後、日本の大きな課題となる人手

不足に対して「特定技能トラックドライバー」の適用ということ

で、要件や時期などの話をして頂きました。しかし、説明を聞い

た中で現状のトラックドライバーさんと同様のレベルに育成する

には、時間とコストが大きくかかるので、中小企業がこの制度を

活用して人手不足を解消することには疑問が残りました。 

そして、最後に参加して頂きました皆様から質問や現状の問題

点などの情報共有のお時間も取らせて頂きました。ただ例年同様

に限られた時間でしたので質問できなかった方もおり、終了後に

名刺交換をしながら質問をされている方もおりました。とても有

意義な時間になったのではないかと思っております。 

今年度、もう１回開催できるように準備を進めて参ります。次

回開催できるようであれば、今回参加できなかった皆様も是非、

日程調整をして頂きご参加いただけますことを願っております。 

この度は、ご参加して頂きました皆様ありがとうございました。 

 

◇『関東運輸局長表彰の受賞を受けて』 
 

副本部長・広報副委員長 武田 光宏   

〔杉並支部 ㈱佐藤運送〕 
いつも大変お世話になっております、杉並支部 ㈱佐藤運送の

武田です。陸運関係功労者表彰の受賞を受けて、原稿依頼を頂き

ました。広報委員としてお仲間に入れて頂いてから初めてのこと

なので、どうしたものかと思っております。 

また、８月初めに明治神宮で開催された｢表彰受賞者を祝う会｣

と題した納涼会では、沢山のお祝いの言葉を頂戴し、ありがとう

ございました。受賞出来た事をとても励みに感じております。 

授与式までの数ヵ月間はある辛い辛抱をする日々もありまし

た。お気付きの方も居られると思います、私は佐藤運送の代表な

のですが武田姓です。嫁様方の会社を継いだのでそのようになり

ました。その嫁様が２０歳過ぎのまだ彼女だった時、ある質問を

された事が有ります。バイクは行動の足でいつも一緒、エンジン

をバラしたり組み上げたり、そんな学生生活をしていました。“

バイクと私だったらどちらを取るの？”と聞かれても、何も考え

ることなくバイクと答えていた若い頃でした。 

学校卒業後は自動車関係の会社に営業として入社しました。本

社が関西に有ったので研修会は泊りがけになり、色々と叩き込ん

で頂きました。その頃に染み付いた愚直なものを変えていけずに 

おります。 

今年の６月にお得意様の全国安全大会が開催され、無事故表彰

を頂く事が出来ました。大会内で安全の取り組みについて１５分

程の発表を依頼されたのですが、パワーポイントを多く用意しす

ぎ、２５分超も話し続けてしまいました。ごめんなさい！ 

功労者表彰の推薦を頂く事が決まってから気を付けたこと。業

務では仕方がないとしても乗用車は駐車場の一番奥に、バイクは

バッテリーを外して乗らないようにしていました。交通取り締ま

りに合わない様にする為です。若い頃のバイクが一番だった日を

懐かしく感じた今回の出来事でした。 

 

 
 

副本部長・本部連絡委員長 田中 秀明   

〔練馬支部 東京港運送㈱〕 
本年度より本部連絡委員長を仰せつかりました。前任の宮本先

輩からは何の引き継ぎもないのですが、ロジ研という大人の集団

にあってその作業は必要なく、これまでの活動を通じて自ら考え

て自由に行動しろというメッセージだと受け止めておきます。 

本部連絡委員会の役目は協会本部との意思疎通をはかり、ロジ

研独自の視点から提言を行う為の助けとなる事と理解しています。

今後は水野会長をはじめ各副会長をお招きし、お話を聞き議論を

重ねていきたいと考えております。 

 前任のＭ先輩のような派手なことは出来ませんが、粛々と責任

を果たして行きたいと考えております。みなさま、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

副本部長・広報委員長 菅沼 寛二   

〔千代田支部 ㈱スガヌマトランスポート〕 
 このたび、４期８年にわたって広報委員長をつとめられた中村

克敏さんに代わって担当させて頂くこととなりました、千代田支

部所属の菅沼寛二です。初めまして、の方も多いかと存じますが

どうぞ宜しくお願いします。 

広報委員会は、広報紙「ひびき」の発行がほぼすべての業務

と聞いております。東ト協ロジ研には 170 店社ものメンバーが

参加されているとのことです。ロジ研本部からの発信はもとより

会員相互の情報交換・共有にも役立つような紙面作りに心がけて

参りたいと思います。ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いします。    

 

副本部長・海外交流委員長 緋田 政人   

〔中野支部 緋田運輸㈱〕 

皆様こんにちは、海外交流委員長を拝命いたしました中野支部

の緋田運輸㈱ 緋田政人です。２年間よろしくお願いいたします。 

まず今年度の海外研修は、まだ場所は決まっておりませんが、

2025年２月５日～８日もしくは、２月６日～８日の開催予定です。

コロナ後は台湾、ベトナムに行くことができました。今まで日程

的に３泊が限界で東南アジアが中心でした。ハワイ、オーストラ

リアは行きましたが、３泊ですと移動だけで半分日程を消費して

しまい、なかなか遠距離は企画できませんでした。しかし来年度

は、アメリカ大陸かヨーロッパに目を向けて計画をたてられれば

と思っています。日程が長くなり予定が立てにくい、費用が高く

なる。など問題が多々ありますが１年かけて計画をし、多くの方々

と海外交流ができればと思っております。半分夢のような計画で

すが、頑張って行きたいと思いますので皆様のご協力をお願いい

たします。まずは、今年度の日程を抑えて頂けるようお願いいた

します。 

◇◇◇◇◇新委員長あいさつ◇◇◇◇◇ 
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